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適切な
運動習慣

毎年の
健康診査

生活習慣の
見直し・改善

　本市は、2020年（令和２年）12月にゼロカーボンシティ宣言を行い、2050年までに二酸化炭素実質排出
量ゼロを達成するため、自然環境との調和を図りつつ、再エネ・省エネや省資源化の推進によるゼロカーボ
ンシティの実現を目指しています。

　今後、少子超高齢社会の進行は、福祉・介護などに関する社会保障
費の増大、労働力の減少による経済縮小のほか、さまざまな分野にお
ける地域活力の低下につながることが懸念されています。
　これらを防止する対策の１つとして、本市の豊かな自然環境を生か
し、すべての市民が健康で元気に暮らし、生涯を通じて活躍できるま
ちを目指します。健康寿命の延伸を目指し、市民一人一人が、健康づ
くりへの関心をさらに高め、「生活習慣の見直し」、「運動習慣の身につ
け」、「定期的な健康診査受診」といった健康づくりのサイクルを回し、
いきいきと生活していくことができる環境をつくります。

市民が100年健康で
いきいき暮らせる

まちの推進

～「豊かな自然と共存し　みんなで創り育てる
多様性と持続性のまち」の実現に向けて～

今後重点的に推進する

本の施策を
紹介します
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　近年、全国的な台風・ゲリラ豪
雨などによる河川氾濫・土砂崩壊
などの激甚災害が頻繁に発生する
中、今後30年以内に発生する確率
が70 ～ 80％である「南海トラフ
による巨大地震」も想定されてい
ます。
　このような大規模自然災害から
事前に市民の生命財産を守るため、
防災機能を有した施設整備、住
民避難路の整備および東九州自
動車道を活用した後方支援として、
人・物の受け入れ体制の構築など、
ハード・ソフト両面における事前
防災まちづくりの基礎となる構想

「串間市事前防災まちづくり構想」
を、昨年度策定しました。
　今年度は、現在、洪水浸水想定
区域にある消防庁舎を災害時の消
防活動が円滑に行えるよう、高台
に移転するための基本計画を策定
していきます。

　前ページで今年度の施政方
針を紹介しましたが、その中
でも「串間市事前防災まちづ
くりの推進」「ゼロカーボン
社会の推進」「市民が100年
健康でいきいき暮らせるまち
の推進」については、特に注
力して本市の多様性と持続性
のまちの実現に向けて推進し
ていきます。
　その概要について紹介しま
す。

◆ 事前防災 
まちづくりに 
取り組む意義

日南市、志布志市などの 
周辺自治体との連携強化
　大規模自然災害発生時には、
隣接する日南市や志布志市など
との連携をさらに強化し、医療
体制や物資などの受け入れ体制
を構築する。

東九州自動車道や福島港を 
活用した後方支援機能の強化
　防災拠点の災害時の機能強化
にあたり、東九州自動車道や福
島港のほか、防災ヘリなどを活
用した「陸・海・空」からの後方支
援機能の強化が重要となる。

 災害長期化を見据えた施設
整備や広域的な命のネット
ワークの形成
　災害が長期化した場合に備え、
備蓄物資や食料、資機材などを保
管するための施設整備や、陸・海・
空による輸送手段のネットワーク
を確保することが重要となる。
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●施策全般に関する問い合わせ＝総合政策課政策推進室☎55 ‐ 1139

●ゼロカーボンシティ補助に関する問い合わせ＝市民生活課☎72 ‐ 1356

●事前防災まちづくりに関する問い合わせ＝危機管理課☎55 ‐ 1120

【コンセプトイメージ】 

安全な居住誘導と防災・減災対策    防災・減災のための体制づくり

後方支援機能の集約 

応急・復興機能の充実 

新たな土地利用による 
機能集約 

陸・海・空からのネットワークの形成

地域エネルギーの供給 
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後方支援拠点 命を守る 
交通拠点 

IOT・情報発信 
拠点 

応急・復興の
拠点 

自給エネルギー 
拠点 

【【施施策策のの方方向向性性】】  
・ヘリポートの整備
・広域高規格道路の
整備

・港からのアクセス道
路の整備

【【施施策策のの方方向向性性】】  
・再生可能エネルギ
ーの活用

・エネルギーマネジメ
ントシステム（EMS）
の導入

安全な市街地・住宅地形成に向けた 
プロセスごとの事前防災・減災対策 

【【施施策策のの方方向向性性】】  

・停電時/通信障害時
の通信網の整備

・映像による情報伝達
・平時の高齢者見守り
サービスの整備

【【施施策策のの方方向向性性】】  
・総合運動公園にお
ける災害時後方支
援拠点としての活用

【【施施策策のの方方向向性性】】  
・医療施設、消防・共
同調理場等の集約

・応急仮設住宅等の
候補地選定

・災害対策本部の移
設検討

【【施施策策のの方方向向性性】】  
・道の駅「くしま」の防災機能の充実
・防災・避難施設の整備・充実
・ハザードエリアの建築・土地利用規制 など

【【施施策策のの方方向向性性】】  
・地区防災計画の策定と自主防災・避難訓練 など
・復興イメージトレーニング
・事前復興手順・体制づくり など

平時の生活拠点 
【【施施策策のの方方向向性性】】  
・IC 周辺の有効的な
土地利用

・長期的な公共施設
の移転集約 

串間市事前防災 
まちづくりの推進

ゼロカーボン
社会の推進

　今年度はその対策の一部として、

などを行うこととしています。

　ゼロカーボンシティの実現のためには、市
民一人一人による取り組みが非常に大事です。
本市の現状に即した取り組みが実施できるよ
う、きめ細やかな支援を行いつつ、計画など
の指針を整理し目指すべき方向性を示すこと
で、市民の皆さまがゼロカーボンシティの実
現に向けて取り組みやすい環境づくりも行っ
ていきます。

①  EV（電気自動車など）の購入補助
②太陽光・蓄電池の設置補助
③ 先進的な脱炭素事業に対する補助
④ 地球温暖化対策実行計画 区域施策編（仮称）の策定
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